
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁
白
壁

今号の内容今号の内容
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～
1010

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・・
・・
・・
・・
1010

常
任
委
員
会
・

常
任
委
員
会
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1111
～～
1212

視
察
報
告

視
察
報
告
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1212

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1313

市
長
要
望

市
長
要
望
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1313

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
・・
・・
・・
・・
・・
・
・
・
・
・・
・・
・・
1414

議
会
傍
聴
ほ
か

議
会
傍
聴
ほ
か
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1515

市
民
の
声
・
９
月
定
例
会
・
編
集
後
記

市
民
の
声
・
９
月
定
例
会
・
編
集
後
記
・・
1616

66
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年

令
和
６
年
99
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

30
令和６年７月３日（水）　

倉吉市立久米小学校６年生　～社会科見学による議会傍聴～

撮影者：議会だより編集委員

　令和６年６月第４回倉吉市議会定例会が、
令和６年６月17日（月）から７月３日（水）まで
開催されました。
　会議録（質問・答弁など）は、市立図書館で
ご覧になれます。
　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホー
ムページからご利用できます。

市議会会議録
検索システム
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

6月
令和６年

第４回
定例会

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

や
　
　
ら
　
　
い
　
　
や

田村 閑美

◎ 防災、減災への取組について

◎ くらよし周遊バスについて

西エリア地区保育所再編について

大御堂廃寺跡利用計画について

藤井 隆弘

◎ 教育長に所信を問うについて

自治公民館活動と広報広聴について

◎ 誰もが住みやすいまちづくりについて

福井 典子

◎ 「ひとを育て、まちを育てる、くら
しよし倉吉プロジェクト」について
令和５年度倉吉市民意識調査につ
いて
道の駅の実証実験の進捗状況につ
いて
子育て支援について

山根 健資

◎ 倉吉の少子化対策について

◎ 新教育長に問うについて

◎ 倉吉YEG政策提言書『全市民「倉（ク
ラ）イマー」計画』について

◎ デジタル田園都市国家構想交付金に
ついて

◎ 倉吉の新規就農者への取組について

大月 悦子

子育て環境の充実について

◎ 倉吉市の公共施設のトイレの洋式化
について

◎ 空き家の活用、管理について
宮川町（ロータリー）の歩道橋架け替
えについて
県立美術館開館後、観光客に対する
おもてなしについて

大津 昌克
教育振興について

◎ 広田市政前期２年の評価と今後につ
いて

朝日 等治

◎ 文化財行政について

◎ 公共施設の維持管理について

ふるさとキャリア教育について

丸田 克孝

◎ 自治公民館について

◎ 琴桜記念館について

◎ 竹林整備について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

新　
　
政　
　
会

竺原 晶子

◎ 課題を抱えた子どもたちが支援につ
ながるためにについて

◎ プライバシーや心情に配慮した健康
診断について

◎ 赤ちゃんとのふれあい事業について
多様なニーズに配慮した避難所運営
の推進と支援について

伊藤 正三

◎ 経済対策（物価上昇・負担金増）につ
いて

◎ 定額減税について

◎ 地方自治法改正案について

中部「100金」バスについて

米田 勝彦

◎ 向山のゴミ焼却施設について

◎ 買物にスマートホンを使う取組につ
いて

◎ 子どもに関する教育委員会の取組に
ついて

鳥飼 幹男
◎ 若者の子育て・就労支援について

◎ 登録有形文化財の整備・活用について

鳥羽 昌明
◎ ゼロカーボンシティ宣言の実効性向

上に向けた取組について
◎ 田内城跡について

福井 康夫

◎ 市民の健康管理について

◎ 打吹山の活用について

空き家・空き地対策について

日
本
共
産
党

佐藤 博英

◎ 小中学校の問題について

◎ 保育園の問題について

中山間地問題について

災害関連死について

◎ 障がい者支援について

マイナカードの保険証化について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする
議員は、あらかじめ議長に対
して質問する項目を明らかに
するために、文書で通告を行
います。この文書を「質問通
告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定
例会開会日のおおむね２週間
前に倉吉市ホームページに掲
載されています。

定例会の一般質問
発言通告表
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声
か
け
が
で
き
て
い
れ
ば
生
か
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
活
用
の
重

要
性
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
倉
吉
駅
か
ら
県
立
美
術
館
、
白

壁
土
蔵
群
、
円
形
劇
場
へ
と
周
遊
す

る
観
光
型
の
小
型
ル
ー
プ
バ
ス
を
市

の
直
営
で
運
行
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答
　
前
向
き
に
検
討
し
て
み
た
い
。

駐
車
場
を
分
散
さ
せ
る
と
い
う
意
味

も
あ
り
、
周
遊
で
き
る
よ
う
満
空
情
報

を
ス
マ
ホ
で
取
れ
る
よ
う
に
す
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
ル
ー
プ
バ
ス

の
導
入
が
で
き
る
の
で
は
と
思
う
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
ら
れ
、
美
術

館
へ
の
来
訪
者
が
多
い
の
は
、
や
は

り
土
日
祝
日
だ
と
思
う
の
で
、
そ
の

際
の
利
便
性
の
向
上
を
含
め
、
交
通

事
業
者
等
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
み
た
い
。

く
ら
よ
し
周
遊
バ
ス
に
つ
い
て

問　

地
域
で
の
防
災
訓
練
の
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
支
え
愛
マ
ッ
プ
を
生
か
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
る
地
域
は
あ

る
か
。

答
　
１
７
８
の
自
治
公
民
館
で
実
施

し
て
い
る
。
公
民
館
ご
と
に
温
度
差
が

あ
る
実
態
を
把
握
し
て
み
た
い
と
思

う
。
支
え
愛
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
全
て

把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
一
例
を
紹
介

す
る
と
、
社
地
区
大
谷
自
主
防
災
会

で
は
平
成
29
年
度
以
降
、
支
え
愛

マ
ッ
プ
を
毎
年
更
新
し
、
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
地
区
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
横
展
開
で
き

れ
ば
と
思
う
。
平
時
か
ら
の
見
守
り
、

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

や
ら
い
や

厚
労
省
「
み
え
る
化
シ
ス
テ
ム
」
を
見

る
と
、
倉
吉
の
介
護
認
定
率
は
減
少

傾
向
で
、
県
や
全
国
平
均
よ
り
２
ポ

イ
ン
ト
差
が
あ
る
。
県
内
で
は
北
栄

町
、
琴
浦
町
、
倉
吉
市
の
順
に
低
い
。

問　
認
定
に
関
わ
る
職
員
体
制
は
、

県
内
の
他
市
と
比
べ
て
ど
う
か
。
ま

た
、
独
居
・
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
働

き
か
け
は
。

答　

職
員
体
制
は
鳥
取
市
や
米
子
市

よ
り
厚
め
。
地
域
・
関
係
機
関
の
情

報
を
基
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
戸
別
訪
問
し
て
い
る
。

問　
判
定
ポ
イ
ン
ト
等
の
職
員
研
修

を
し
て
い
る
か
。

答　
現
任
研
修
を
毎
年
受
講
し
て
お

り
、
国
の
基
準
に
沿
っ
た
認
定
調
査

票
の
作
成
に
努
め
て
い
る
。

問　
一
次
判
定
か
ら
二
次
判
定
間
の

内
容
検
討
は
。

答　
調
査
票
が
国
の
基
準
に
沿
っ
た

適
切
な
も
の
か
確
認
し
て
い
る
。
判

定
を
厳
し
く
す
る
た
め
で
な
い
こ
と

を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問　
学
校
教
育
全
般
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
の
考
え
方
は
。

①
学
力
向
上

②
教
員
の
働
き
方
改
革

③
学
校
適
正
配
置

答
　
①
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
し
、

と
っ
と
り
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を

大
事
に
し
た
い
。
こ
の
調
査
は
、
点

数
に
表
れ
な
い
部
分
が
わ
か
り
、
授

業
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

②
教
員
の
働
く
中
身
を
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
に
関
わ
る
時
間
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

③
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
は
継
承
、
10

年
後
を
見
据
え
な
が
ら
学
校
教
育
審

議
会
を
立
ち
上
げ
進
め
た
い
。

教
育
長
に
所
信
を
問
う
に
つ

い
て

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

防
災
訓
練
の
実
施
状
況
に
つ

い
て

や
ら
い
や

藤ふ
じ
い井 

隆た
か
ひ
ろ弘
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問　
く
ら
し
よ
し
倉
吉
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
予
算
額
２
億
３
，
５
０
０
万
円
に

つ
い
て
、
中
核
人
材
育
成
事
業
の
う

ち
価
値
創
造
型
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
6
回
実
施
予
定
４
，
３
０
０
万
円

の
費
用
項
目
別
予
算
額
と
受
講
生
の

反
応
は
。

答
　
運
営
ス
タ
ッ
フ
・
講
師
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
旅
費
・
交
通
費
４
０
０
万
円

弱
。
講
師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
派
遣
費
約

１
，１
０
０
万
円
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
派

遣
費
９
０
０
万
円
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
対
応

ス
タ
ッ
フ
９
０
０
万
円
強
。
会
場
費

２
０
０
万
円
弱
。
一
般
管
理
費
約

６
０
０
万
円
。

総
計
消
費
税
込
約
４
，
４
８
０
万
円

が
令
和
5
年
度
の
決
算
内
容
。
大
企

業
の
研
修
講
師
を
さ
れ
る
よ
う
な
方

を
講
師
に
迎
え
て
、
受
講
生
は
こ
れ

か
ら
の
倉
吉
を
担
っ
て
い
く
方
々
と

し
て
前
向
き
な
姿
勢
が
出
て
き
て
お

り
成
果
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

問　
将
来
的
に
自
走
す
る
準
備
は
。

答　

長
期
的
観
点
で
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
た
若
者
が
次
の
若
者
を

育
て
る
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
る
こ
と
を

目
指
す
。
今
年
度
中
に
推
進
主
体
的

な
も
の
の
立
ち
上
げ
を
目
指
す
。

問　
若
者
と
地
域
が
共
に
育
つ
、
雇

用
創
出
・
雇
用
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
詳
細
は
。

答　

令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
ス

タ
ー
ト
を
切
る
も
の
で
、
地
元
の
高

校
と
連
携
し
、
物
づ
く
り
と
デ
ジ
タ

ル
を
組
み
合
わ
せ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
販
売
ま
で
実
施
す
る
よ
う
計

画
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
起
業
家
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
実
施
す
る
も
の
。

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子

や
ら
い
や

問　
こ
の
計
画
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

盛
岡
大
会
の
情
報
を
収
集
し
、

内
容
を
検
討
し
て
今
後
、
倉
吉
市
へ

の
誘
致
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
こ
の
交
付
金
を
伝
建
地
区
の
保

全
や
保
護
な
ど
に
使
え
な
い
か
。

答　

地
方
創
生
拠
点
整
備
タ
イ
プ
の

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
民
間
事
業
者
が

現
れ
れ
ば
、
今
後
の
拠
点
整
備
を
検

討
し
た
い
。

問　
倉
吉
市
の
農
業
の
未
来
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

答　

年
平
均
23
・
２
名
の
新
規
就
農

者
が
あ
る
。
認
定
農
業
者
の
年
齢
は

65
歳
以
上
が
51
％
に
も
達
す
る
。
若

い
方
へ
の
農
業
の
継
承
が
重
要
な
課

題
と
思
っ
て
い
る
。

問　
倉
吉
市
独
自
の
少
子
化
対
策
は
。

答　

園
児
に
提
供
す
る
食
事
の
経
済

的
負
担
軽
減
、
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

「
え
ん
ト
リ
―
」
の
入
会
料
の
補

助
、
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

等
の
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し
て
い
る

が
、
大
き
な
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
。
今
後
は
引
き
続
き
、
総
合
的

な
支
援
策
が
必
要
。
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
プ
ー
ル
の
授
業
の
今
後
は
。

答　

実
地
指
導
等
で
な
い
と
水
難
事

故
の
対
応
が
学
べ
な
い
の
で
、
座
学
の

み
に
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

倉
吉
の
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

倉
吉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
政
策
提
言
書『
全

市
民「
倉（
ク
ラ
）イ
マ
―
」

計
画
』に
つ
い
て

新
教
育
長
に
問
う
に
つ
い
て

倉
吉
の
新
規
就
農
者
へ
の
取

組
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
に
つ
い
て

や
ら
い
や

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資

「
ひ
と
を
育
て
、
ま
ち
を
育

て
る
、
く
ら
し
よ
し
倉
吉
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
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ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
の
で

活
用
し
て
ほ
し
い
。

問　

相
談
窓
口
の
一
本
化
に
つ
い

て
は
。

答　
建
築
住
宅
課
（
本
庁
舎
）、
し
ご

と
定
住
促
進
課
（
第
二
庁
舎
）
が
担
当

し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
課
で
も
対
応
で

き
る
の
で
相
談
し
て
ほ
し
い
。

問　
高
齢
者
の
利
用
が
多
く
、
子
ど

も
用
ト
イ
レ
は
扉
も
な
く
、
ほ
と
ん

ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
。
洋
式

化
に
す
る
こ
と
が
急
が
れ
る
が
、
さ

れ
な
い
か
。

答　

施
設
は
平
成
4
年
に
開
設
。
か

な
り
老
朽
化
し
、
施
設
維
持
費
を
要

し
て
い
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
を
推
進
す
る
た
め
に
も
有
利
な
財

源
を
確
保
し
な
が
ら
、
今
後
ト
イ
レ

の
洋
式
化
に
つ
い
て
管
理
者
と
相
談

し
、
利
用
者
に
不
便
を
か
け
な
い
よ

う
他
の
施
設
等
と
緊
急
性
を
検
討
し

な
が
ら
対
処
し
た
い
。

問　
現
在
の
空
き
家
な
ど
の
状
況
は
。

答　

令
和
６
年
5
月
末
現
在
、
空
き

家
等
５
０
８
軒
、特
定
空
家
２
８
６

軒
、
計
７
９
４
軒
。
平
成
30
年
は

８
７
９
軒
で
85
軒
減
少
し
て
い
る
。

問　
今
後
空
き
家
の
増
加
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
く
が
、
対
策
と
し
て
ま

ず
、
将
来
を
見
通
し
自
分
ご
と
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
。
市
が
発
行

し
て
い
る
冊
子
「
あ
な
た
の
空
き
家

大
丈
夫
で
す
か
？
」
の
活
用
は
。

答　

能
登
半
島
地
震
発
生
後
、
相
談

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
冊
子
は
民
間

の
広
告
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
発

刊
。
空
き
家
に
関
す
る
情
報
を
盛
り

込
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム

大お
お
つ
き月 

悦え
つ
こ子

や
ら
い
や

空
き
家
の
活
用
、
管
理
に
つ

い
て

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

広
田
市
政
前
期
２
年
の
評
価

と
今
後
に
つ
い
て

問　
学
校
名
を
は
じ
め
保
育
所
、
市

営
住
宅
等
、
関
係
者
や
住
民
に
事
前

説
明
等
を
し
た
上
で
の
決
定
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

答　

小
学
校
名
問
題
に
つ
い
て
も
最

終
的
に
議
会
提
案
す
る
ま
で
に
、
統

合
準
備
委
員
会
等
で
協
議
さ
れ
、
地

域
の
方
々
の
意
見
が
集
約
さ
れ
、
教

育
委
員
会
の
決
定
も
経
る
こ
と
で
、

住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ

と
い
う
安
易
に
提
案
を
し
た
よ
う
な

格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
終
的

に
は
打
吹
小
学
校
に
決
定
す
る
ま
で

に
非
常
に
時
間
を
要
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
そ
の
折
は
児
童
・
保
護

者
、
地
域
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
と
反
省
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
保
育
所
の
問

題
、
さ
ら
に
は
市
営
住
宅
の
件
も
あ

る
程
度
方
針
が
決
ま
っ
た
時
点
で
早

め
に
地
域
の
方
々
に
市
の
方
針
を
お

伝
え
し
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
だ
っ

た
と
反
省
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
事

後
に
な
る
が
説
明
会
を
す
る
等
丁
寧

に
対
応
し
て
い
る
。
議
会
で
も
議
会

基
本
条
例
に
議
会
へ
の
説
明
と
い
う

条
文
の
規
定
も
あ
る
の
で
、
議
会
を

含
め
て
し
っ
か
り
関
係
者
の
皆
様
、

住
民
の
皆
様
に
早
め
に
説
明
を
し
た

上
で
各
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

や
ら
い
や
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問　
文
化
財
保
護
法
の
改
正
で
は
、

文
化
財
保
存
活
用
計
画
が
求
め
ら
れ

た
が
、
本
市
で
の
策
定
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

答
　
今
年
度
は
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
を
調
査
・
研
究
し
、
早
い
時
期

に
策
定
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　
本
市
が
策
定
し
た
、
倉
吉
市
公

共
施
設
等
個
別
施
設
計
画
を
市
民
に

公
表
し
、
理
解
と
ア
イ
デ
ア
を
頂
い

て
は
ど
う
か
。

答
　
公
表
の
方
法
も
含
め
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

問　
個
別
施
設
計
画
で
は
、
対
象
の

55
施
設
の
う
ち
廃
止
す
る
施
設
が
多

い
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
あ
っ
て

も
、
民
間
や
地
域
が
利
活
用
さ
れ
る

か
ど
う
か
、
譲
渡
や
売
却
も
併
せ
て

相
談
さ
れ
た
ら
ど
う
か
。

答
　
計
画
の
公
表
や
相
談
の
方
法
を

よ
く
検
討
す
る
。

問　
文
化
財
保
護
法
、
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

の
改
正
後
、
今
年
４
月
か
ら
文
化
財

保
護
行
政
が
市
長
部
局
へ
移
管
さ
れ

た
。
観
光
へ
の
活
用
に
偏
ら
ず
、
文

化
財
の
歴
史
的
価
値
を
保
存
・
保
護

し
た
文
化
財
行
政
に
期
待
す
る
が
ど

う
か
。

答
　
本
市
の
文
化
財
を
改
め
て
検
証

し
、
保
存
・
保
護
を
前
提
に
、
観
光

へ
の
活
用
を
総
合
的
・
一
体
的
に
考

え
て
い
く
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治

や
ら
い
や

文
化
財
行
政
に
つ
い
て

問　
自
治
公
民
館
の
加
入
状
況
と
促

進
の
成
果
に
つ
い
て
、
市
職
員
の
加

入
状
況
は
ど
う
か
。

答　

令
和
５
年
度
の
加
入
率
は
、

70
・
３
％
で
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い

る
。
加
入
促
進
へ
向
け
た
条
例
を
制

定
し
、
転
入
さ
れ
た
方
へ
は
加
入
に

向
け
た
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
た
り
、

関
係
団
体
等
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
職
員

の
加
入
率
は
現
在
78
・
４
％
。
加
入

促
進
に
つ
い
て
は
課
の
職
員
を
通
じ

て
努
め
て
い
る
。

問　
加
入
促
進
は
、
災
害
時
の
共
助

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　

災
害
発
生
時
に
は
、
共
助
が
大

切
で
あ
り
、
支
え
愛
マ
ッ
プ
が
命
を
守

る
取
り
組
み
と
し
て
大
切
。
自
治
公

民
館
へ
の
加
入
促
進
に
役
立
て
て
い
き

た
い
。

問　
琴
桜
記
念
館
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
、
二
代
目
琴
櫻
と
伯
桜
鵬
も

い
る
が
、
広
い
建
物
へ
の
移
転
は
ど

う
か
。

答　

職
員
が
２
人
で
、
１
人
が
常
駐

し
、
交
代
で
勤
務
し
て
い
る
。
令
和

５
年
度
は
、
１
３
，６
４
７
人
の
入
館

者
が
あ
っ
た
。
現
在
、
二
代
目
琴

櫻
、
伯
桜
鵬
関
の
展
示
も
行
っ
て
お

り
、
狭
い
こ
と
も
な
く
、
委
託
先
か

ら
も
移
転
の
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

問　

竹
林
整
備
の
状
況
と
竹
チ
ッ

パ
ー
機
械
の
使
用
状
況
は
。

答　

13
・
82 

ha
の
整
備
が
進
ん
で
お

り
、
現
在
10
件
の
申
請
相
談
を
受
け

て
い
る
。
竹
チ
ッ
パ
ー
の
使
用
状
況

は
１
件
の
み
。
今
年
度
か
ら
貸
し
出

し
要
件
を
見
直
し
て
周
知
に
努
め
て

い
る
。

丸ま
る
た田 

克か
つ
た
か孝

や
ら
い
や

自
治
公
民
館
に
つ
い
て

琴
桜
記
念
館
に
つ
い
て

竹
林
整
備
に
つ
い
て
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問　
実
質
賃
金
の
下
落
と
物
価
上
昇

に
よ
り
、
国
民
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
時
、
国
が
や
る
べ
き
正
し
い
経
済

対
策
は
「
消
費
税
減
税
」、「
ガ
ソ
リ

ン
税
廃
止
」
、「
再
エ
ネ
賦
課
金
廃

止
」
な
ど
、
国
民
の
生
活
に
直
接
影

響
す
る
減
税
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答　

減
税
措
置
は
、
政
府
の
財
政
や

政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で

慎
重
な
判
断
が
必
要
と
考
え
る
。
減

税
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
議
論
、
検
討
が
な
さ
れ
て

国
民
生
活
に
配
慮
し
た
対
応
を
引
き

続
き
お
願
い
し
た
い
と
い
う
考
え
。

問　
「
効
果
よ
り
、
事
務
な
ど
の
負

担
が
上
回
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

る
が
ど
う
か
。

答　

国
の
施
策
で
実
施
さ
れ
る
が
、

施
策
の
効
果
や
企
業
、
自
治
体
の
事

務
コ
ス
ト
負
担
を
配
慮
し
て
い
た
だ

き
、
最
適
な
手
法
で
慎
重
な
議
論
・

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
改
正
案
は
、
地
方
の
現
場
の
意

欲
や
気
概
を
奪
っ
て
、
地
方
自
治
体
を

「
指
示
待
ち
」
体
質
に
し
か
ね
な
い
と

危
惧
さ
れ
る
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

未
曾
有
の
事
態
が
発
生
し
た

時
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
や
む
を
得
な
い
措
置
と
し
て
必

要
最
小
限
運
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

を
前
提
に
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。
限
定

的
か
つ
厳
格
な
制
度
と
し
、
国
と
地

方
公
共
団
体
間
の
情
報
共
有
が
不
可

欠
で
あ
る
と
全
国
市
長
会
会
長
も
発

言
さ
れ
て
い
る
。

経
済
対
策
に
つ
い
て

定
額
減
税
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
改
正
案
に
つ
い
て

伊い
と
う藤 

正し
ょ
う
ぞ
う三

新
政
会

問　
児
童
生
徒
が
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
相
談
で
き
る
方
法
と
周
知
方
法
は
。

答　

県
の
教
育
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
「
い
じ
め
防
止
の
た
め

の
缶
バ
ッ
ジ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」

Ｃ
Ｍ
用
で
、
全
児
童
に
配
布
さ
れ
る
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
主
だ
っ
た
相
談
窓
口

が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
で
示
し
て
あ
る
。

い
じ
め
・
不
登
校
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー

の
「
教
育
相
談
道
し
る
べ
」
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

問　
児
童
生
徒
の
一
人
一
台
端
末
の

ホ
ー
ム
画
面
に
く
ら
す
け
く
ん
ア
イ

コ
ン
を
配
置
し
、
入
力
フ
ォ
ー
ム
と
リ

ン
ク
さ
せ
、
い
つ
で
も
相
談
や
ｓ
ｏ
ｓ

が
出
せ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
検
討
は
し
て
み
た
い
と
思
う
。

問　
各
学
校
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
心

情
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
の
実
態
は
。

答
　
原
則
体
操
服
や
下
着
等
を
着
衣

し
て
、
男
女
別
で
検
査
す
る
。
検
査

会
場
の
待
機
人
数
を
最
小
限
に
す

る
。
女
子
児
童
の
検
査
等
に
立
ち
会

う
場
合
は
女
性
教
職
員
が
対
応
す
る

な
ど
、
配
慮
事
項
と
し
て
行
っ
て
い

る
。
し
っ
か
り
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
た
検
査
が
で
き
て
い
る
と
把

握
し
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た

が
今
後
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

答
　
感
染
症
へ
の
配
慮
と
赤
ち
ゃ
ん

が
集
ま
り
に
く
い
現
状
か
ら
小
・
中

学
校
両
方
で
の
開
催
は
難
し
い
。
中

学
校
の
家
庭
科
で
、
幼
児
と
触
れ
合

い
交
流
す
る
学
習
内
容
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
は
い
か
な
い
が
、

触
れ
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と
は
本
年

度
も
実
施
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

新
政
会

課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち

が
支
援
に
つ
な
が
る
た
め
に

に
つ
い
て

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
心
情
に
配

慮
し
た
健
康
診
断
に
つ
い
て

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
事

業
に
つ
い
て
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問　
本
市
は
、
育
児
を
し
て
い
る
女

性
の
有
業
率
は
高
い
。
共
働
き
や
ひ

と
り
親
家
庭
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
い
る
。
定
員
超
過
が
懸
念
さ
れ

る
施
設
の
整
備
等
、
受
け
入
れ
体
制

の
充
実
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

答
　
対
応
と
し
て
、
職
員
の
確
保
が

重
要
と
考
え
る
。
施
設
整
備
は
児
童

数
の
推
移
、
社
会
動
態
を
見
極
め
な

が
ら
取
り
組
む
。

問　
民
間
の
「
人
口
戦
略
会
議
」
は
、

若
年
女
性
人
口
が
５
割
以
上
減
少
す

る
自
治
体
を
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

と
定
義
し
て
い
る
。
地
方
の
人
口
流
出

の
中
心
は
若
年
女
性
で
あ
り
、
女
性
の

就
業
を
支
援
し
、
子
育
て
環
境
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
人
口
減
少
対
策
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
で
き

る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
重
要
。
本

市
は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を

進
め
て
い
る
。
市
内
企
業
に
提
案
し

て
、
若
い
女
性
が
子
育
て
を
し
な
が
ら

仕
事
に
就
け
る
体
制
の
構
築
に
取
り

組
む
。

問　
登
録
有
形
文
化
財
は
、
街
づ
く

り
や
観
光
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
用

が
で
き
る
が
、
維
持
管
理
負
担
が
大
き

く
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
所
有
者

が
全
て
担
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
管
理
運
営
を
主
体
的
に
担
う
団
体

と
の
連
携
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

所
有
者
に
寄
り
添
っ
た
体
制
構

築
に
向
け
て
検
討
す
る
。
文
化
財
の

保
護
は
、
他
の
自
治
体
も
共
通
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
情
報
を
共
有
し
て

国
、
県
に
対
し
て
支
援
制
度
創
設
へ
の

声
を
上
げ
て
い
く
。

新
政
会鳥と

り
か
い飼 

幹み
き
お男

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
に
つ
い
て

女
性
の
就
業
・
子
育
て
支
援

に
つ
い
て

国
登
録
有
形
文
化
財
の
保

存
・
活
用
に
つ
い
て

問　

広
域
連
合
の
現
在
の
施
設
は

１
９
９
６
年
の
稼
働
で
耐
用
年
数
は

と
っ
く
に
過
ぎ
て
い
る
。
新
し
い
施

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
稼
働
は

２
０
３
５
年
。
老
朽
化
に
伴
う
修
繕

費
等
を
考
え
れ
ば
、
10
年
も
先
で
は

な
く
、
も
っ
と
早
く
稼
働
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

答　

10
年
程
度
は
か
か
る
と
考
え
て

い
る
。
国
の
交
付
金
を
受
け
る
前
提

条
件
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
回

収
を
現
在
、
広
域
連
合
で
検
討
中
。

問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
え
る
人

だ
け
が
20
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
の
恩
恵

を
受
け
る
の
は
不
公
平
で
は
な
い
か
。

格
差
が
生
じ
る
こ
と
が
前
も
っ
て
分

か
っ
て
い
る
政
策
は
行
政
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

答　

市
の
調
査
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
か
な
り
普
及
し
て
い
る
と
み

て
い
る
。
金
融
機
関
の
窓
口
指
導
や
公

民
館
で
の
ス
マ
ホ
教
室
に
出
向
き
、
使

い
方
の
説
明
を
実
施
し
て
お
り
、
不
公

平
解
消
に
努
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
自
分
が
通
う
学
校
周
辺
の
草
取

り
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
す
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
に
公
共
の
意
識
を

持
た
せ
る
た
め
に
重
要
。
教
育
委
員

会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
学
校
周
辺
の
清
掃
は
、
日
常
的

に
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
○
○
小
学

校
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
か

ク
リ
ー
ン
活
動
と
い
う
名
称
で
、
地

域
内
の
ご
み
拾
い
や
地
域
の
方
々
と

連
携
し
な
が
ら
清
掃
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦

新
政
会

向
山
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
に
つ

い
て

買
い
物
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
う
取
組
に
つ
い
て

小
学
生
の
清
掃
活
動
つ
い
て



（9）令和 6.9

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

の
実
効
性
向
上
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て

問　
昨
年
改
定
さ
れ
た
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
な
か
で
、
公
共

施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
が
明
記
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
期
は
。

答
　
令
和
６
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た

市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
会
議
の
中

で
も
、
第
二
庁
舎
の
屋
上
へ
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置
に
つ
い
て
提
案
が
な

さ
れ
た
。
現
在
、
そ
の
設
置
方
法
や

今
後
の
経
済
合
理
性
、
活
用
で
き
る

補
助
金
の
有
無
な
ど
調
査
を
し
て
い

る
。
可
能
で
あ
れ
ば
今
年
度
中
の
設

置
を
目
指
し
た
い
。

問　
田
内
城
の
歴
史
や
そ
の
価
値
に

つ
い
て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答　

伯
耆
民
談
記
に
よ
れ
ば
、
伯
耆

の
国
の
守
護
で
あ
っ
た
山
名
時
氏
が

14
世
紀
に
築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

田
内
城
跡
か
ら
西
に
２
０
０
ｍ
離
れ

た
上
養
水
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
結

果
、
山
名
氏
の
守
護
所
の
可
能
性
を

示
す
建
物
の
痕
跡
や
当
時
の
遺
物
が

出
土
し
て
い
る
。
室
町
時
代
当
時
の

倉
吉
を
知
る
大
切
な
歴
史
遺
産
で
あ

り
、
文
化
財
と
し
て
の
指
定
は
行
っ

て
い
な
い
も
の
の
非
常
に
重
要
な
も

の
だ
と
い
う
認
識
を
し
て
い
る
。

問　
周
辺
の
樹
木
が
繁
茂
し
て
い
る

田
内
城
跡
に
つ
い
て
、
今
後
の
整
備

方
針
は
。

答　
「
協
働
に
よ
る
里
山
再
生
事

業
」
と
い
う
補
助
率
10
分
の
10
で
上

限
２
０
０
万
円
と
い
う
県
の
補
助
制

度
が
あ
る
。
保
存
林
等
を
含
む
田
内

城
跡
の
一
帯
を
今
後
、
里
山
と
し
て

整
備
を
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
地

元
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
確
認
し
な
が

ら
、
市
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

新
政
会

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明

田
内
城
跡
に
つ
い
て

打
吹
山
の
活
用
に
つ
い
て

市
民
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

問　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費

用
負
担
に
係
る
補
助
制
度
創
設
に
つ

い
て
、
県
内
で
は
４
町
を
は
じ
め
、

全
国
で
既
に
２
８
１
自
治
体
で
先
行

実
施
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
健
康
管

理
の
支
援
対
策
を
講
ず
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
現

在
、
任
意
予
防
接
種
の
た
め
、
定
期

接
種
化
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
性
と

安
全
性
が
国
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
本
市
で

は
、
50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
場

合
、
自
己
負
担
５
千
円
の
超
過
分
補

助
で
、
約
２
億
１
千
万
円
が
必
要
。

問　
県
内
外
を
問
わ
ず
、
登
山
者
の

声
と
し
て
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
が
悪

く
立
木
の
枝
払
い
な
ど
、
要
望
が
多

数
あ
る
。
改
善
を
さ
れ
な
い
か
。

答
　
頂
上
も
含
め
、
風
致
保
安
林
の

指
定
に
よ
り
、
原
則
伐
採
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
山
頂
の
眺
望
確

保
の
た
め
に
樹
木
を
伐
採
す
る
こ
と

は
困
難
。
県
管
轄
の
農
林
局
と
引
き

続
き
協
議
し
た
い
。

問　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
っ
ぽ
ん
百
低
山
の
選

定
で
倉
吉
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
放
送
局
を
通
じ
て

企
画
書
を
提
出
し
、
早
く
に
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

新
政
会
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議員名 通　告 担当部局

竺原晶子 事 業 契 約 事業契約の締結についての議決の一部変更について 建設部

鳥飼幹男 事 業 契 約 事業契約の締結についての議決の一部変更について 建設部

大月悦子 事 業 契 約 事業契約の締結についての議決の一部変更について 建設部
…議案第46号　事業契約の締結について
　の議決の一部変更について

事業契約

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

市議会提出議案

【議案に対する質疑】
6月
令和６年

第４回
定例会

余
戸
谷
町
の
住
宅
の
建
築
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
に
入
居
予
定
の
方
に

説
明
を
さ
れ
た
か
。

建
築
の
計
画
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

説
明
し
て
き
た
が
、
今
回
の
延
期

に
よ
り
改
め
て
長
坂
新
町
の
説
明

会
を
令
和
５
年
９
月
、
10
月
、
令

和
６
年
２
月
、
６
月
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
余
戸
谷
町
の
入
居
の

方
に
も
同
様
に
昨
年
９
月
、
10
月

と
戸
別
に
訪
問
し
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

説
明
の
内
容
は
、
中
断
を
し
た

経
過
や
新
た
に
進
入
路
を
造
っ
て

県
道
か
ら
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
住
宅
の
設
計
の
見
直
し
を
含

め
て
、
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
自

体
が
先
延
び
に
な
る
こ
と
を
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁

QA
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の

議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

答　

鳥
取
市
は
、
月
１
，
２
０
０
円

で
提
供
し
、
境
港
市
は
無
償
提
供
し

て
い
る
。
保
護
者
や
現
場
の
保
育
園

関
係
者
の
意
見
も
聞
い
て
み
た
い
。

問　
障
が
い
者
、
高
齢
者
の
選
挙
投

票
の
現
状
と
対
応
改
善
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

答　

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

す
る
病
院
や
社
会
福
祉
施
設
、
障
が

い
者
に
つ
い
て
は
、
タ
ク
シ
ー
配
車

や
代
理
投
票
も
で
き
る
。
今
年
か
ら

投
票
所
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
を
導
入
す
る
。

問　
郵
便
投
票
や
手
話
通
訳
者
を
置

く
こ
と
を
希
望
。
ま
た
、
障
が
い
等

級
に
よ
る
壁
は
な
く
し
て
ほ
し
い
。

答　

国
で
も
い
ろ
い
ろ
論
議
さ
れ
て

い
る
の
で
県
を
介
し
て
、
も
う
一
度
、

詰
め
て
い
く
よ
う
な
話
を
し
た
い
。

問　
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
を
無

償
化
で
き
な
い
か
。
全
国
の
５
４
７

自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
財
源

も
そ
れ
ぞ
れ
考
え
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
誘
致
企
業
の
税
を
充
て
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

答　

物
価
高
騰
の
な
か
、
値
上
り
部

分
は
抑
え
て
き
た
が
、
完
全
無
償
化

は
財
政
的
に
難
し
い
。

問　
保
育
園
給
食
は
主
食
（
こ
め
）

も
園
で
提
供
し
、
ま
た
無
償
化
で
き

な
い
か
。

保
育
園
の
問
題
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英

小
・
中
学
校
問
題
に
つ
い
て

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て
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【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
6月
令和６年

第４回
定例会

　
ま
ず
、
６
月
17
日
に
陳
情
第
７

号
が
先
議
さ
れ
、
先
議
し
た
陳
情

第
７
号
の
「
ご
み
処
理
手
数
料
改

定
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
」
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
、
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
に
は
、
議
案
２
件
、
陳
情
3

件
が
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
45
号
は
、
特
定
業
務
施

設
の
範
囲
や
対
象
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
内
に
該
当

す
る
施
設
は
な
い
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　
議
案
第
48
号
は
、
墓
地
の
管
理

者
や
所
有
者
に
関
す
る
こ
と
と
、

市
が
所
有
す
る
墓
地
に
つ
い
て
、

税
務
処
理
や
管
理
体
制
の
質
問
が

厚生文教常任委員会

委員

山根 健資 委員長
福井 典子 副委員長
大月 悦子 委員　大津 昌克 委員
竺原 晶子 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 康夫 委員　藤井 隆弘 委員

所管 市民生活部、 健康福祉部
教育委員会

あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
墓
地

の
状
態
や
管
理
方
法
を
把
握
し
、

今
後
の
方
針
を
検
討
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
陳
情
第
9
号
は
、
機
能
性
表
示

食
品
と
特
定
保
健
用
食
品
に
関

し
、
消
費
者
庁
へ
の
届
け
出
審
査

の
有
無
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
届
け
出
の
有
無
が

機
能
性
表
示
食
品
と
し
て
の
販
売

を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る

こ
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
陳
情
第
11
号
は
、
学
級
編
制
の

標
準
と
小
中
学
校
の
定
員
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
教
職
員

の
処
遇
改
善
と
新
規
採
用
の
確
保

を
含
む
陳
情
項
目
の
有
効
性
に
賛

成
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
陳
情
第
12
号
は
、
特
に
Ｂ
型
の

事
業
所
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用

が
主
で
あ
る
こ
と
。
一
部
の
町
で

は
補
助
が
あ
る
が
、
倉
吉
市
で
は

補
助
が
な
い
状
況
が
説
明
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
条
件
に
基
づ
く
補
助
の

必
要
性
と
市
の
見
解
を
中
心
に
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
全
て
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
第
9
号
、
11
号
は
、
採

択
。
陳
情
第
12
号
は
、
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
は

議
案
２
件
、
請
願
１
件
、
陳
情

２
件
が
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
46
号
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で

建
設
中
の
余
戸
谷
町
住
宅
で
、
事

業
期
間
の
１
年
延
長
と
契
約
金
額

の
増
額
変
更
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
住
宅
へ

の
進
入
路
は
交
通
量
の
多
い
県
道

と
接
し
て
る
の
で
十
分
な
交
通
安

全
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
請
が
出

ま
し
た
。

　

議
案
第
47
号
で
は
、
市
が
所

有
す
る
巌
城
の
土
地
を
、
物
流

拠
点
と
し
て
の
工
業
団
地
に
す

る
た
め
、
地
元
企
業
に
売
却
す

る
、
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
市
が
併
せ
て

計
画
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
が
出

入
り
し
や
す
い
進
入
路
の
整
備

に
つ
い
て
質
問
が
出
て
、
執
行

部
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
請
願
の
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
及
び

陳
情
の
バ
ー
チ
ャ
ル
倉
吉
事
業
の

効
果
検
証
は
、
採
択
い
た
し
ま

し
た
。

　

地
方
自
治
法
改
正
案
に
反
対

す
る
意
見
書
提
出
は
、
趣
旨
採

択
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

総務産業常任委員会

委員

米田 勝彦 委員長
佐藤 博英 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
田村 閑美 委員　鳥羽 昌明 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員

所管

総務部、建設部、経済観光部、
農業委員会、会計管理者、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
は
、

議
案
第
44
号
令
和
6
年
度
倉
吉
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

と
議
案
第
49
号
令
和
6
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
44
号
は
、一
般
会
計
歳

入
歳
出
予
算
総
額
の
６
７
９
，２
６
７

千
円
増
額
と
、
繰
越
明
許
費
、
債

務
負
担
行
為
の
補
正
、
地
方
債

の
補
正
で
す
。
ま
た
6
月
24
日

に
追
加
と
な
っ
た
議
案
第
49
号

は
、一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の

１
６
，３
８
６
千
円
増
額
と
地
方
債

の
補
正
で
す
。

　
両
議
案
と
も
主
に
、
歳
出
予
算

事
業
の
目
的
・
意
図
、
経
過
・
背

景
、
事
業
効
果
、
事
業
内
容
や
歳

出
予
算
の
内
訳
・
算
定
根
拠
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
3
つ
の
委
員
会
に

分
割
し
、
予
算
書
の
目
的
別
分
類

（
款
項
目
節
）ご
と
に
審
査
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
5
年
11
月
の

第
6
回
臨
時
会
か
ら
予
算
決
算
常

任
委
員
会（
議
員
全
員
）で
一
括
審

議
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
補
正

予
算
は
6
つ
の
所
管
ご
と
に
職
員

を
入
れ
替
え
て
審
議
し
、
各
委
員

か
ら
活
発
な
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
職
員
の
口
頭
に
よ
る
答
弁
に

加
え
必
要
資
料
の
追
加
提
出
な
ど

丁
寧
な
説
明
に
よ
り
、
一
日
間
を

か
け
て
の
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　

付
託
さ
れ
た
議
案
第
44
号
令

和
6
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
お
よ
び
議
案
第

49
号
令
和
6
年
度
倉
吉
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
は
と
も

に
、
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
6月
令和６年

第４回
定例会

予算決算常任委員会

委員

大津 昌克 委員長
藤井 隆弘 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
大月 悦子 委員　佐藤 博英 委員
竺原 晶子 委員　田村 閑美 委員
鳥羽 昌明 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 典子 委員　福井 康夫 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員
山根 健資 委員　米田 勝彦 委員

所管 予算決算に関する事項について
審査・調査

期　　　間 令和６年５月28日（火）～ ５月30日（木） 旅 費 総 額 271,770円

視察先・目的

埼玉県越谷市 越谷市役所 スクールソーシャルワーカー活用事業について
栃木県壬生町 道の駅　みぶ 防災道の駅について
東京都武蔵野市 武蔵野総合体育館 スケートボードパークについて
大阪府大阪市 インテックス大阪 防犯防災総合展2024

視察者（会派） 鳥飼 幹男、竺原 晶子、米田 勝彦 ３人

期　　　間 令和６年５月28日（火）～ ５月29日（水） 旅 費 総 額 50,560円

視察先・目的
埼玉県越谷市 越谷市役所 スクールソーシャルワーカー活用事業について
栃木県壬生町 道の駅　みぶ 防災道の駅について
東京都武蔵野市 武蔵野総合体育館 スケートボードパークについて

視察者（会派） 鳥羽 昌明 1人

期　　　間 令和６年５月30日（木）～ ５月31日（金） 旅 費 総 額 61,200円
視察先・目的 東京都千代田区 第16回日本自治創造学会研究大会 講演１～講演９
視察者（会派） 藤井 隆弘 1人

期　　　間 令和６年５月29日（水）～ ５月31日（金） 旅 費 総 額 56,090円
視察先・目的 東京都千代田区 第16回日本自治創造学会研究大会 講演１～講演９
視察者（会派） 鳥羽 昌明 1人

視  察  報  告
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【臨時会とは？】
　突発的事情などにより、次の定例会の開催を待つことができない場合、特定の事件に限ってこれを
審議するために臨時招集される議会のことをいいます。

賛否の内訳

　　

や 新 共

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日
等
治

大
月
悦
子

大
津
昌
克

福
井
典
子

田
村
閑
美

山
根
健
資

藤
井
隆
弘

丸
田
克
孝

福
谷
直
美

鳥
飼
幹
男

福
井
康
夫

鳥
羽
昌
明

竺
原
晶
子

伊
藤
正
三

米
田
勝
彦

佐
藤
博
英

議案番号 件　　名 議案に対する賛否

議案 第 41号 専決処分について（倉吉市税条例の一部改正につい
て） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 承認

議案 第 42号 専決処分について（倉吉市地方活力向上のための固定
資産税の不均一課税に関する条例の一部改正について）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 承認

議案 第 43号 令和６年度倉吉市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 原案可決

【
会
派
名
】 �

　 

…
や
ら
い
や
　
　
　
…
新
政
会
　
　
　
…
日
本
共
産
党

新

や

共

　６月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件はなく、

全ての議案が可決されました。

【議案等の議決結果】

議決結果

6月
令和６年

第４回
定例会

令和６年５月第３回臨時会 議案等の議決結果
臨時会

　　

や 新 共

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日
等
治

大
月
悦
子

大
津
昌
克

福
井
典
子

田
村
閑
美

山
根
健
資

藤
井
隆
弘

丸
田
克
孝

福
谷
直
美

鳥
飼
幹
男

福
井
康
夫

鳥
羽
昌
明

竺
原
晶
子

伊
藤
正
三

米
田
勝
彦

佐
藤
博
英

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 委員長報告に対する賛否

請願 第 1号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出
について 採択 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 7号 ごみ処理手数料改定の見直しを求める意見
書提出について 採択 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ × ○ ○ 11 4 採択

陳情 第 8号 「バーチャル倉吉」事業の効果検証について 採択 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 9号 機能性表示食品に係る安全性審査の厳格化
を求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ※ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 1 採択

陳情 第 10号 地方自治法改正案に反対する意見書提出に
ついて 趣旨採択 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ × 12 2 趣旨採択

陳情 第 11号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見
書提出について 採択 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 12号 障がい者就労促進支援事業交通費に関する
陳情 継続審査 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 継続審査

請願・陳情の結果

凡例　○賛成、　×反対、　※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

凡例　○賛成、　×反対、　※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。

　第２次議会改革推進特別委員会で「ハラスメント防止条例」策定に
あたり、委員会では精力的に調査・検討を行ってきました。また、議
員の共通理解を図るため、倉吉市議会ハラスメント防止研修会を開催
しました。
　ハラスメント防止は議員だけでなく、全ての職員を対象とすること
から、令和６年７月３日、倉吉市議会は倉吉市に対し、「倉吉市ハラス
メント防止条例策定について」要望書を提出しました。

倉吉市ハラスメント防止条例策定について　要望書提出
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【特別委員会】
【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

委
員

朝日 等治 委員長、大津 昌克 副委員長
伊藤 正三 委員、大月 悦子 委員
鳥羽 昌明 委員、鳥飼 幹男 委員
福井 康夫 委員、藤井 隆弘 委員
山根 健資 委員

第２次議会改革推進特別委員会

　当委員会では、4月22日及び５月13日
に会議を開き、付託事件の内、議会基本
条例第12条に定める➊市民参画の推進に
ついて及び➋倉吉市ハラスメント防止条
例の策定に関することについて調査を深
めました。
　市民参画の推進については、議会報告
会を始め地域での懇談会などの手法に加
え、ＳＮＳ配信などについて先進議会の
具体的な取り組みを調査し、先進地に出
向き調査を深めることとしました。
　倉吉市ハラスメント防止条例の策定に
関することについては、委員会としての
条例案をまとめ、６月議会定例会の本会
議において報告するとともに、同条例の
対象を議員に起因するハラスメントに限
定せず、市職員の他、本市行政に関わる
全てへと対象を広げたことなどに基づ
き、議会定例会閉会直後、広田市長に対
し、条例案に検討を加えられ、早期制定
に向け取り組まれるよう福谷議長より要
望していただきました。
　今後は、市民参画の推進の手法及び
ＳＮＳ等による配信方法の他、政治倫理
条例の見直しに関すること、議員定数、
報酬に関すること、通年議会に関するこ
と、主権者教育の取り組みに関するこ
とについて、当委員会での調査はもとよ
り、議会運営への市民参画を更に推進
し、調査・取り組みを進めていきます。

委
員

田村 閑美 委員長、福井 典子 副委員長
佐藤 博英 委員、竺原 晶子 委員
福谷 直美 委員、丸田 克孝 委員
米田 勝彦 委員

地域の賑わい創出対策特別委員会

　令和６年６月27日（木）第14回の委員
会を開催し、「史跡大御堂廃寺跡整備事
業」「倉吉パークスクエア集いの森（仮
称）整備事業」について協議しました。
　大御堂廃寺跡の整備は北西隅、西エリ
ア北部、県美前、伽藍北部・東側の張芝・
芝補修を中心に、エントランス広場、バリ
アフリー動線など現在進行中の工事は令
和７年２月28日完了予定との説明がありま
した。また、第９次築地塀発掘調査（４～
６月）において、僧房から北へ54ｍ離れ
たところで寺域の北限（掘立柱塀）が確
認され、一般公開されたことの報告があり
ました。
　委員からは、張芝の工程や完成後の一
般使用について質問や意見があり、今
後、運営・管理等のルールを検討し、開
始時期等も含め告知していくとの回答で
した。
　倉吉パークスクエア集いの森について
は、飲食物販施設の事業者から厨房面積
の拡大のほか、設計条件の追加があり、
それに伴う設計業務の変更を行う旨の報
告がありました。
　その他として、ループバスについての
質問があり、美術館オープンと合わせて
ループバスを走らせたいと考えているの
で、まずは試験的に実施し、うまくいけ
ば恒常的に進めていけると思うとの回答
がありました。
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　令和６年７月３日（水）　倉吉市久米小学校の６年生のみなさんが社会科見学で議
場と議長室の見学、倉吉市議会６月定例会を傍聴しました。
　議会最終日ということもあり、委員長報告や議案の採決等、議会でどのように決
めていくのかを見ていただきました。

社会科見学社会科見学社会科見学
倉吉市議会傍聴

● 議会は倉吉のきまりを話し合っている場所だと分かりました。
● 話の内容は分からなかったけど中学校や高校で政治についてもっと学んでいきたいです。
● また行く機会があれば見てみたいです。
● 貴重な体験ができて良かったです。
● 賛成・反対は立つか、立たないかで表していることが分かりました。
● 市のための話し合いや税金の使い道を話し合っていることが分かりました。
● 選挙で選ばれた議員やいろいろな分野の方々が倉吉市を支えていることが分かりました。
● みんながタブレットを持っていて良いなと思いました。
● 市長さんや教育長さんもこの会議に出席されていると知りました。
● 18歳になったら選挙に行きたいです。

 若者の選挙への参加意識や、政治に対するリテラシーを育むための主権者教育は、近
年になって強力に推進されていますが、自分たちの住んでいる場所の議会を実際に見
ることで、より政治を身近に感じることができます。このような取り組みは、自ら政治
に参画していく人を育成する良い機会と捉えています。

倉吉市議会より

６年生のみなさんの感想（抜粋）６年生のみなさんの感想（抜粋）

久米小学
校

６年生
久米小学

校

６年生

　「未来へ贈るくらよしのまちづくり」と題して、倉吉
市社会福祉協議会の事業説明を聞き、意見交換会を行い
ました。

倉吉市社会福祉協議会と倉吉市議会厚生文教常任委員会の
福祉懇談会が行われました。
倉吉市社会福祉協議会と倉吉市議会厚生文教常任委員会の
福祉懇談会が行われました。
令和６年８月６日（火）



�Uターンで倉吉へ帰ってこられて感じる
こと
　子どもの関心事や育つ環境の質をどう上げて
いくか。そこに注目することこそが少子化問題
へ無理のない解決策を生み出すことができると
考えます。
　加速し続ける各分野の進化、それに伴い競争
も年々激しくなり、その変化に倉吉市は他の地
域に比べて対応する必要事項がまだまだあると
自分は感じます。
　
市民へのスケートボードについての理解
　パリ五輪での日本人選手が金メダル獲得と
活躍が素晴らしいものであったことも記憶に新
しく、期待と人気が高まっているスポーツの一
つとなっています。その人気と同時に、滑る場
所が少ないことが問題として浮きぼりになった
ことで他の地域では、市や自治体・愛好家団体
などが協力し、より良い街作りの一環として、
スケートパークの建設を緊急の課題として取り
組み（2017年全国で100カ所程しかなかった
スケートパークは）現在475カ所と増え続けて
います。

市や市議会に望むこと
　人口減少および自治体消滅が危惧される中
で、1999年には人口37万人から現在44万人を
超え、多くの方から「住みやすく魅力ある街」
として評価されている藤沢市で、24年間市議を
務める方のインタビューを先日拝見しました。
 「人が定住を考える時にライフスタイルを重要
視しますが、スケートパークも街を形成する１つ
の大切なパーツである」と言われていました。
　湯梨浜町のスケートパークではアクセス面で
子どもを通わせることが難しく、市内で起こっ
ている問題は解決しませんし、若者から人気の
あるスポーツが行える場所が増えることにデメ
リットはありません。
　話題になる様なスケートパークが市内にあれ
ば、県外の上級者やプロスケーターも必ず訪れ
ます。
　そこで生まれる交流は子どもたちの希望とな
り、倉吉市からトップレベルの選手が生まれる
ことも夢ではありませんし、必ず街の活性につ
ながります。
　どうか倉吉市のより良い未来のためにも、市内
に安心してスケートボードが行える場所を作るこ
とを考えてください。よろしくお願いします。

令和６年 ９月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 ９月２日（月）～９月25日（水）
【会議日程】

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

９月  ２日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明
３日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
４日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
５日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
６日 金 予備日
７日 土 休会
８日 日 休会

９日 月 本会議 午前１０時 付託議案に対する質疑～
委員会付託

１０日 火 予備日
１１日 水 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
１２日 木 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
１３日 金 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
１４日 土 休会
１５日 日 休会
１６日 月 休会
１７日 火 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
１８日 水 予備日
１９日 木 委員会 午前１０時 常任委員会(総産・厚文)
２０日 金 予備日
２１日 土 休会
２２日 日 休会
２３日 月 休会
２４日 火 議事整理日

２５日 水 本会議 午前１０時 委員長報告～
付議議案の討論・採決

倉吉スケートボード協会　　　        
　代 表

  　　  松
ま つ も と

本広
ひ ろ し

司さん

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※�録画放送は開催日の午後７時から。

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だより、
会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索

　千葉県松戸市と倉吉市が森林環境譲与税の
活用に関する協定を締結した。これにより本市
は森林整備の為の新たな財源を確保するととも

に、森林面積の割合が市域の約３％という松戸市の脱炭
素の取組を後押しする。今後も自治体間を超えてあらゆ
る連携が進むことを期待したい▼地球規模で進行する環
境問題を考えるうえで不可欠なのは、世界のあらゆる存
在は時空を超えて相互につながっている、との視点であ
る。空はつながり、日々の行動の積み重ねが未来の因と
なっている▼我が国が直面する出生率の低下や消滅可能
性自治体の議論も同じで、自治体主体で政策合戦をして
も問題の解決にはならない。居住移転の自由が憲法で保
障されている以上、どこに住んでもひとしく優れた行政
サービスを享受できる社会が望まれる▼6月定例議会最
終日、傍聴に訪れた未来の有権者の負託を背中に受け、
将来世代の為に手を打てる政治をと決意を新たにした。
　　　　　　　　 　　（編集委員：鳥羽昌明）

議会だより「白壁」のご意見・ご感想はこちら ▶
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